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　私は平成 16年 4月から大学の産業医ポストにつき，
専任の産業医として大学の産業医業務にあたってまい
りました．平成 22年 4月，全学の安全衛生および環
境についての業務が分離されて，環境・安全推進セン
ターが開設され，大学の統括産業医となりました．同
時に，医学部に協力講座として，大学院医学系研究科
産業医分野を新規に開設していただき，分野の教授を
拝命いたしました．ここまでの大学での研究の経緯に
ついて紹介したあと，大学の産業医としての経験，そ
して今後の展望などについて述べさせていただきま
す．
　私は研修医，第一内科大学院を経て，当初は，呼吸
器内科，とくに呼吸生理学や呼吸器病学が専門でした．
主な研究では，撮像時間の短い電子ビーム CTを用い
て，COPD患者の気道の安静換気中の動的狭窄を撮影
し，その可視化に成功しました．地域の病院での一年
間の勤務医生活を経て，本学内部障害学分野に移り，
呼吸リハビリテーションの臨床と研究に従事すること
になりました．また，臨床研究の傍ら，動的気道狭窄
を生理検査で可視化を目指し，呼吸抵抗周波数特性の
時間経過を3Dグラフに表現することを着想しました．
国内の呼吸機器製造メーカーと産学連携の共同研究契
約を締結し，開発を始め，運よく，精密な機械に仕上
がり，2009年より市場に売り出すことができました．
現在，すでに日本各地の臨床で使用されるようになっ
ております．仙台近郊の大和町にある工場がフル稼働
で製品を作っています．ある学会の一つの一般演題の
セッションが丸々，私どもの開発機器に関するセッ
ションとなったりもしています．うれしい状況でした．
安静換気で測定が可能でありますし，正確な測定で喘
息の管理には非常に大きな威力を発揮すると思われま
す．また，小児でも測定可能ですので，いままで肺機
能検査が難しかった小児の喘息を診療する先生方にも
喜ばれています．これからも，改良とさらに一段高い
開発を行っていきたいと考えております．
　さて，私が大学の産業医となった当時は，東北大学
が独立法人化となった時です．それまで，私たち大学
の教職員は，人事院規則の管轄下の国家公務員でした．
しかし，一転して，一般企業と同様に，労働安全衛生
法の適用を受けることとなったわけです．労働安全衛
生のための種々の法令の遵守が求められるようになっ
たのです．法で定められておりますので，大学をいく
つかの事業場を設け，それぞれに産業医を選任する必
要に迫られました．一般企業では医師会などの紹介で
嘱託産業医を選任することが一般的ですが，本学は自
前で産業医の教員ポストを本部に新たに設けて，学内
公募で専任の産業医を置く方針となったようです．私
を含めて 3人が東北大学の産業医となり，現在に至っ
ています．
　労働安全衛生法に基づく労働安全衛生体制は，当初
は国立大学になじみにくいものがありました．例えば，
法律は有害薬品の管理などについて少ない品種を多量
に扱う工場のような職場が想定しているようですが，
大学では，多彩で実験的な研究内容を反映し，少量多
品種の薬品の取扱いが特徴的です．種々の法規制は大
学には現実的でないときがあり，他の主だった国立大
学と連携し，これらの点については情報を共有しあっ
ています．また，職場の管理は一般企業とは異なる特
殊性があります．医師は，医局の教授を頂点とした「自
治」を基本としており，私たちのような外部の人間が
容易に入り込めないような雰囲気になっていました．
しかし，職場巡視を月に一度行うことは産業医として
の重要な職務です．私たちは職務に忠実に，誠意を尽
くしつつ，医局内の隅々まで拝見することを行ってま
いりました．危険箇所や法律違反があれば，それを指
摘し，安全衛生委員会に報告します．事業場長である
医学部長や病院長は，産業医の意見に基づいて，必要
と思われる改善を命令するシステムとなりました．
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　当時，危険薬品の管理や，局所排気装置の使用，高
圧ガスの管理，医局で飼育する実験動物管理，火気の
使用，棚・ロッカーおよび大型機器の耐震固定，など，
基本的ともいえる労働安全衛生関連の必要措置は，ほ
ぼ野放しといってよい状態のところが多かったと思い
ます．安全衛生委員会で呪文のように巡視の指摘を言
い続けていましたが，そのうち，徐々にその必要性を
認めていただき，教職員の安全衛生に対する意識が自
然に高まってきているのが実感できるようになってき
ています．これは，私どもが嬉しいことでもありまし
たが，時代の流れということも大きかったと思います．
平成 22年に環境・安全推進センターが設立され，「安
全なくして研究なし」と当時の山本雅之センター長が
その趣旨を強調しておられました．3人の産業医とも，
引き続き，大学の安全衛生に力を注いでいく所存です．
平成 23年に東日本大震災が起こり，数々の安全衛生
に関する教訓を大学に残しました．平成 16年から積
み上げてきた対策が非常に活きた場所もありますし，
不十分だったところもありました．学内にいた職員と
学生に死亡者が出てもまったく不思議ではない状況
だったと思うのですが，最悪の事態はまぬがれました．
震災後，教職員の安全への取り組みの意識は確実に強
くなっています．
　衛生面に関しては，平成 22年の環境・安全推進セ
ンター設立後まもなく，禁煙を柱の一つにすえました．
環境・安全委員会における審議と合意を経て，当時の
井上総長がキャンパス内全面禁煙宣言を行い，平成
23年 10月から全学キャンパスが完全な禁煙になった
ことはご承知のとおりです．周辺の道路についても禁
煙を呼びかけることにしました．，喫煙および受動喫
煙による健康障害は甚大です．学内が禁煙になること
により受動喫煙がなくなり，学生や職員の喫煙率が低
下することが期待されます．東北大学のこのようなタ
バコに対する姿勢を示すことは，社会に対する大学の
使命でもあり，最高学府としての責任であると考えま
す．実は，国立大学の敷地内の完全禁煙は東北ではむ
しろ遅いほうでした．しかし，私立大学を含めて，教
職員と学生を合わせて 2万人以上もいるような規模の
大きな大学では初めての実施です．今後，身体活動や
食事などの種々の健康増進対策や，メンタルヘルスサ
ポートにもこれまで同様に力を注いでいかなくてはな
りません．一般健診受診率も毎年 100%を目指して学
内に強くよびかけており，健診後の保健指導をはじめ
とした教職員の健康管理の充実を図っていくこと，東
北大学の発展に資することであり，重要であると考え
ております．
　今後の展望としては，東北大学を産業医学の拠点の
一つにすることを目指したいと考えています．50人
以上の企業の事業場は，産業医を選任する法的な義務
があります．しかしながら，東北の各企業に十分に産
業医がいきわたっておらず，また，産業医業務の供給
も十分なレベルを担保するには，大変こころもとない
状況にあります．地域に開かれた産業医の臨床的な外
来として，平成 22年 10月に産業衛生外来を新たに大
学病院に開設しました．地域の産業衛生のサポートと
しての試みでしたが，システムを地域にさらに浸透さ
せていくことは今後の課題です．また，県医師会や大
学の医師会と連携し，産業医の基礎および生涯研修制
度を実施しています．平成 24年から，産業医資格の
認定に必要な 50単位をまとまって取得できる基礎講
習を仙台で開くことが実現し，このような研修会の機
会を初めて白河越えさせることができました．産業医
を積極的に育成し，地域の企業に働く人々が安心して
働けるような環境を目指すことが大きな目標であり，
今後も努力していきたいと考えています．
